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研究成果の概要：本研究の目的は、部分温浴が、非浸水の皮膚に保湿効果をもたらすことを、

皮膚血流との関係から明らかにすることである。健康な成人女性 18 例を 42℃の恒温槽で 10
分間片側手部を温浴し、対側前腕で皮膚表面温度(皮膚血流の指標)、皮膚水分量、水分の蒸散

量を測定した。7 例には皮膚血流量計での測定も追加した。以上の結果、温浴で皮膚血流量・

水分蒸散量とともに皮膚水分量も増加し、皮膚への加湿効果をもたらした。これは、体温調節

のために必要な皮膚からの蒸散水は拡張した皮膚血管から与えられることが推察され、その蒸

散水の皮下からの移動プロセスで生じたことを示唆した。 
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１．研究開始当初の背景 
 皮膚生理機能を評価するとき、角層水分量
のほか、皮脂量・水分蒸散量を指標として用
いるが、もっとも関心が高いのは皮脂量であ
り、皮脂分泌機能の低下が水分蒸散量の増加
を招き、その結果として角層水分量の減少を
招くことを示す研究が多い。一方、温浴につ
いては、睡眠導入・覚醒効果、その他様々な
効果に関する報告が多いが、温浴による皮膚

血流量増加と角層水分量との関連について
言及した研究はない。 
我々のこれまでの研究で、温浴の温熱刺激

による皮膚血流量の増加に伴い、浸水してい
ない皮膚の角層水分量増加をみた。この結果
から、皮膚血流量の増加が、角層への水分移
動を生じさせた、つまり温熱刺激が、皮下血
管から角層への補水システムの活性化をも
たらしているのではないかとの仮説を得た。 
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２．研究の目的 
本研究は、身体の部分温浴による温熱刺

激が、浸水していない皮膚部分の角層水分
量増加をもたらすことを、皮膚血流との関
係から生理学的に明らかにすることを目
的とした。 
目標１.温浴による角層水分量増加が、身
体外部からの水分の浸透・吸水によるも
のではなく、温熱刺激による身体内部か
らの補水によって生じることを、健康成
人を被験者として、生理学的に明らかに
する。 

目標２.身体内部からの補水による角層水
分量増加は、皮膚血流量に規定されるこ
とを明確にする。 

目標３.目標１・２の結果から、温熱刺激
が、皮膚乾燥傾向にある高齢者の皮膚の
角層水分量維持に貢献できるかどうか
を検証する。 

 
３．研究の方法 
１）実験方法 
実験１ 
＜被験者＞健康な成人女性 18 名 
＜設 定＞室温 24±2℃、湿度 40～60％ 
42℃に制御された恒温槽での温浴を 10 分間、
片側手部に行い、温浴直前から温浴中10分、
温浴後 30 分までの測定を行う。 
＜測 定＞皮膚血流量の指標として、皮膚表
面温度を深部体温モニターコアテンプにて、 
角層水分量はコルネオメーター（ＣＭ825）、
水分蒸散量はテヴァメーター（ＴＭ300）に
て測定する｡測定部位は、浸水していない対
側前腕部で行う。 
実験２ 
＜被験者＞健康な成人女性７名 
＜設 定＞実験１と同じ 
＜測 定＞皮膚血流量の指標として、皮膚血
流量計（LFG-1-W）を追加し、非温浴側の手
部を測定した。以下は同様の指標、方法で測
定した。 
２）分析方法 
実験１：経時的変化に関して一元配置分散分
析、温浴前値に対する多重比較はダネット法
で分析した。なお、各指標間の比較には平均
値を用いた(MEAN＋SD)。 
実験２：経時的変化に関して絶対値をフリー
ドマン検定、温浴前値に対する多重比較はス
ティールの方法を用いた。各指標間の比較は
温浴前値との差の平均値を用いた。有意水準
はいずれも 5%以下とした。 
 
４．研究成果 
１）実験 1<図 1･2･3 参照>：被験者 18名の温

浴による角層水分量、皮膚表面温度、水分蒸
散量の変化を図に示した(点線での囲い部分
は温浴中のデータ) 。角層水分量は、温浴に
より経時的に有意に変化し(P=0.000)、温浴
前値と比較し、3 時点で有意に増加した。皮
膚表面温度（P=0.000）、水分蒸散量(P=0.009)
も有意に変化し、それぞれ図に示した通りの
結果となった。 
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２）実験 2<図 4･5･6･7 参照> 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

被験者 7名の温浴による角層水分量、皮膚血
流量、皮膚表面温度、水分蒸散量の変化を図
に示した(点線での囲い部分は温浴中のデー
タ) 。温浴による経時的変化は、水分蒸散量
(P=0.095)を除いて、角層水分量(P=0.000)、
皮 膚 血 流 量 (P=0.033) 、 皮 膚 表 面 温 度 
(P=0.000)は有意に変化した。温浴前値との
比較では、いずれも有意差を認めなかった。 
3)総括 
 実験１より、温浴の温熱刺激により、皮膚
表面温度(皮膚血流量)の上昇に伴い水分蒸散
量も増加したが、角層水分量も有意に増加し
た。実験 2 では、被験者数に限界があるが、
皮膚血流量に同期して水分蒸散量が増加し
た。皮膚表面温度と角層水分量はこれらの動
きに呼応して上昇し、前２指標収束後は貯蓄
型の変化を残した。 
以上のことより、温熱刺激による皮膚血流

量の増加は、水分蒸散のために角層への水分
供給を行うが、その変動は一過性であるため、
一度供給された水分は角層に貯蓄され保持
されることを示唆した。よって温浴による皮
膚血流量の増加は角層を保湿する、との仮説
を支持する成果が得られた。 
今後は、皮膚血流量測定例数を充実させ、

皮膚生理機能維持に重要な角層水分量への
温浴の効果を検証していきたい。 
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